




















Historical analysis on certificate examination system for 
elementary school teachers in Tochigi prefecture under the 

























度が検討されてきた。特に、秋田、静岡に関しては制度 形成 帰結までの過程が通史的に明らか されている。
本小論では、栃木県を取り上げる。取り上げる理由は主に以下の二点
である。
第一に、栃木県の場合、 「栃木県布達」 、 「栃木県令達」 、 『栃木県報』




















方法、 （二）試験の時期・実施回数、試験会場、 （三）試験科目、 （四）検定の方法、判定基準、 （五）手数料の有無及び金額に留意した。なぜなら、これまでの研究において、提出書類あるいは提出方法に人物評価に関する要素が含まれている可能性があること、管内の現職教員が受験する場合には提出書類等が簡略化され、受験しやすくなっていたこと、試験科目及び判定基準が府県により異なり検定合格の難易に差があると、府県財政との関係により手数料徴収のあ 方が決められて たことなどが明らかになってきたからである。
なお、本稿は、今後の検討のための覚え書きであることを予めお断り























前述のように、初等教員検定制度の実施主体は、都道府県であり、初等教員検定関係規則の名称も府県により異なる。例えば、秋田は 令としての「小学校令施行細則」において主に規定されていたが 静岡 当初は県令であったが後に告示により、 「小学校教員検定細則」という名称の規則により規定されていた。栃木県の初等教員検定関係規 の名称はいうまでもなく、県令か否かも明らかではない。
そこで、本小論では、初等教員検定制度の基本的な枠組みが形成され
る一九〇〇（明治三三）年七月以前の時期 限定し、 『下野私立教育会雑誌』の「官令」欄により栃木県の初等教員検定関係規則を探索し、規則名を確認した上で、栃木 立文書館の行政文書検索の め データベースを利用し、初等教員検定関係規則の制 から廃止までの経過を辿った。さらに、 『文部省年報』 （各 度）の「栃木県学事年報」 、 『栃木県学事年報』 、 『下野私立 育会雑誌』 初等教員検定関係 記述・記事の内容を確認し、規則の変遷に遺漏がない う留意し 。こ して収集した関係規則を、栃木県立文書館所蔵の「栃木県布達」 、 「栃木県令達」と照合し、正誤を確認した。収集 た関係規則は、文末に資料とし 掲


































4要領が明記される。受験希望者は、願書、履歴書、手数料（金壱円）を提出することと た なお、提出された願書については、 「郡長ニ於テ取纏メ且意見ヲ付シ」 「知事ニ具申スヘシ」とされ、郡長が取りまとめるとともに「 」を付すこととされた。学力検定試験は、前記のように、年一回（十月） 、師範学校にて実施することとされた。試験科目についての記述はないが、各科目六〇点以上が「合格点」とされた。
同細則に関しては、検定試験の回数が従来年四回であったものが年一




































































































































































試験細則を経て、県令により「小学校教員検定等ニ関スル細則」が制定されており、栃木県においても、秋田、静岡、群馬とほぼ同じように、初等教員検定関係の諸規則が制定されていた。 だし、今回確認した「小学校教員仮免許状授与規則」 （一八八九年制定）は、秋田、静岡の事例研究では言及されていなかった 、群馬では存在が確認されており、栃木では教員供給方策として 役割が期待されたようであり 今後の府県事例研究では顧慮 る必要があると思われた。
また、栃木県では、高等女学校補習科及び裁縫専修科が明治二〇年代

















































横須賀薫「 『矢板大安日記』収蔵 こと」 『こもれび』 （宮城教育大学附属図











































16）　「栃木県年報」 『文部省第十一 』 、一八八三年、二五七ページ。
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 但栃木県師範学校第二種小 教員講習科修了生栃木県高等女学校補習科及裁縫専修科修了生ニ就キテハ 了試験ヲ以テ検定試験ニ換
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国語
　　
講読及作文
　　
数学
　　
 筆算ハ命位記数四則分数小数比例百分算珠算ハ加減乗除及四則雑題
　　
地理
　　
日本地理外国地理ノ大要
　　
歴史
　　
日本歴史ノ大要
　　
理科
　　
博物及物理科学ノ大要
　　
家事
　　
衣食住ニ関スル事項及裁縫
　　
習字
　　
楷書行書草書
　　
図画
　　
自在画法及用器画法ノ大要
　　
音楽
　　
単音唱歌複音唱歌
　　
体操
　　
普通体操
第八条
　
高等小学校専科准教員試験科目ノ程度左ノ如シ
　　
図画
　　
自在画法及用器画法
　　
音楽
　　
単音唱歌複音唱歌及楽器用 ノ大要
　　
体操
　　
普通体操及兵式体操
　　
家事
　　
衣食住ニ関スル事項及裁縫
　　
裁縫
　　
通常 服ノ縫方裁方
　　
手工
　　
木工具ノ種類用法等
　　
農業
　　
土ノ成分分類植物ノ成分等肥料ノ用法養畜養蚕等
　　
商業
　　
商社商店売買勘定諸取引物価 商業 大要
　　
外国語
　
綴字習字読方文法及翻訳
第九条
　
乙種検定試験ノ日割ハ其都度告示スヘシ
第
 十条
　
乙種検定ヲ受クル者其試験ニ合格セサルモ一部ノ成績佳良ナル
トキハ其部分ニ対シ三ヶ年間有効ノ証明書ヲ授与シ其有効期間ニ於テ更ニ検定ヲ出願スルトキハ証明証ニ記載シタル部分ノ試験ヲ欠キ其他
　　
音楽
　　
単音唱歌
　　
体操
　　
普通体操
　　
裁縫（女子ニ限ル）通常衣服ノ縫方裁方
第
 六条
　
高等小学校本科男准教員試験科目ノ程度左ノ如シ但図画音楽ノ
一科目若クハ二科目受験者ノ志望ニ依リ当分之ヲ欠クコトヲ得
　　
修身
　　
人倫道徳ノ要旨
　　
教育
　　
教育ノ要旨
　　
国語
　　
講読及作文
　　
漢文
　　
釈義
　　
数学
　　
 筆算ハ命位記数四則分数小数比例百分算自乗法開平開立求積法珠 加減乗除及四則雑題幾何ノ大意
　　
簿記
　　
日用簿記
　　
地理
　　
日本地理外国地理ノ大要
　　
歴史
　　
日本歴史ノ大要
　　
博物
　　
鉱物植物動物及人身生理ノ大要
　　
物理
　　
物理ノ大要
　　
化学
　　
化学ノ大要
　　
習字
　　
楷書行書草書
　　
図画
　　
自在画法及用器画法ノ大要
　　
音楽
　　
単音唱歌複音唱歌
　　
体操
　　
普通体操及兵式体操
第
 七条
　
高等小学校本科女准教員試験科目程度左ノ如シ但図画音楽ノ一
科目若クハ数科目ハ受験者ノ志望ニ依リ当分之ヲ欠クコトヲ得
　　
修身
　　
人倫道徳ノ要旨
　　
教育
　　
教育ノ要旨
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　【一三】明治三二年小学校教員検定等ニ関スル細則中改正　栃木県令第四十四号
明治三十二年栃木県令第十六号小学校教員検定等ニ関スル細則第一条第二項本文「補習」科ノ下「及」ノ一字ヲ削リ「裁縫専修科」ノ下「及小学校教員裁縫講習」ノ拾字ヲ加フ　　　
明治三十二年七月廿日
　　　　　
栃木県知事
　　
溝部惟畿
　
出典
　『栃木県令達月集
　
明治卅二年』 （栃木県立文書館所蔵）
　【一四】
明治三三年小学校教員検定等ニ関スル細則更正追加
　
栃木県令第二十三号
明治三十二年三月栃木県令第十六号小学校教員検定等ニ関スル細則第一条第二項ノ但書ヲ「但修了試験ヲ以テ（師範学校卒業生ヲ除ク）検定試験ニ代フルコトアルヘシ」ト更メ第三項トシテ左ノ一項ヲ加フ　
栃木県郡立小学校教員講習科修了生ニ対シ其修了試験ヲ以テ検定試験
ニ代ヘントスル場合ニハ小学校教員検定委員ヲシテ便宜其試験ニ与ラシムルモノトス　　
明治三十三年二月十四日
　　　　　　
栃木県知事
　　
溝部惟幾
　
出典
　『栃木県令達月集
　
明治三十三年』 （栃木県立文書館所蔵）
平成二十七年十月一日受理
ノ部分ニ就キ試験ヲ行フ
第
 十一条
　
小学校准教員ノ免許状ハ七ヶ年間有効トス其免許状ノ書式ハ
左ノ如シ
　（免許状書式
　
省略）
第
 十二条
　
小学校教員免許状ヲ毀損シ又ハ亡失シタルトキハ書換ヲ請フ
コトヲ得
　
 小学校教員免許状ヲ有スル者ニシテ氏名ヲ変更シタルトキハ其免許状ニ証明ヲ請フコトヲ得
第十三条
　
検定ヲ請フ者ハ左ノ種別ニ従ヒ手数料ヲ納ムヘシ
　　
本科正教員
　　
金五拾銭
　　
本科准教員
　　
金貳拾 銭
　　
及専科教員
　　
 前項ノ手数料ハ願書ト共ニ差出スヘシ其既ニ差出シタル手数料ハ願下ヲナシ若クハ試験ニ応セサルトキト雖モ之ヲ還付セス
第
 十四条
　
小学校教員免許状ヲ受ケタル者ハ小学校教員免許状ノ書換
得タル者ハ手数料金貳十銭ヲ納ムヘシ
第
 十五条
　
第一条第二項ニ依リ検定ヲ受クル者ハ第十三条第十四条ノ手
数料ヲ納ムルニ及ハス
第
 十六条
　
受験者心得及試験場取締ノ方法ハ小学校教員検定委員長ノ定
ムル所ニ依ル
　
出典
　『下野新聞
　
栃木県令達告示一
　
明治三十二年
　
自一月／至六
月』 （栃木県立文書館所蔵）
